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10月は「経済と地域社会の発展月間」 

    「米山月間」 

１０月24日 世界ポリオデー 



より大きな インパクトをもたらす  

参加者の 基盤を広げる 

参加者の積極的な かかわりを促す 

適応力を高める  

2023年5月27日～31日 オーストラリア・メルボルン 

  2022年11月5日～6日 和歌山城ホール 

            ホテルグランヴィア和歌山 

 記念ゴルフ  10月18日 有田東急ゴルフクラブ 
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“パキスタンでは、ポリオ根絶が実現可能で
あり、実現しなければならないという思い
は、より強くなりました。ただし、それは効果
的な戦略に全力で取り組み、必要なあらゆ
るリソースを投入し続けて初めて実現する
のです” 



ガバナー メッセージ 

ガバナー 森本 芳宣 

経済と地域社会の発展月間に寄せて 
 

 国際ロータリー会長 ジェニファーＥ.ジョーンズさんの住む
ウィンザー市はカナダの自動車産業の中心地ですがここ数十
年は競争的な市場で工場が閉鎖されるなど、数万人が職を失
いましたが、現在時間がかかりましたが農業関連事業と、医療
や宇宙航空技術の分野で世界的にリードしているそうです。適
応し、改革することの大事さを話されています。 

 私は税理士の仕事を開業して４１年になります。この分野の仕
事にかかわり４５年以上になります。この間、和歌山市を中心に
和歌山県と近隣の地域経済を見てきました。 

 和歌山市において４０年以上前は大企業（製鉄所）の企業城下町であり、木ノ国（紀ノ
国）の集積場として製材業の会社、建具製造の会社、襖製造もたくさんあり、メリヤス工
場、縫製業の会社、化学工場と地場産業の業種も多岐にわたりありました。その後、バ
ブル期には不動産業の会社もたくさん生まれました。 

 バブル崩壊後、介護保険が出来、介護福祉関連業種が増え、現在、大企業３社関連
他、企業業種割合が変わりましたが、見事に地域が適応してきたと感じます。 

 海南市、御坊市、田辺市と私が関係してきた町で、地場産業を中心に時代の変革を
乗り越えてこられたのだと感じます。 

 今、この地区（紀伊半島）を考えるとき、広大な緑の山と広い海の自然、古き時代の
世界遺産、多種にわたるフルーツ生産地、温泉地と観光地の数々を生かし、高齢者の老
後を過ごす福祉施設、観光リゾートエリアとして発展してほしいと願っています。 

「行動し、実践することにより、“ロータリーの輪”を広げよう」 

地区スローガン 

ロータリーの重点分

地域発展をめざすロータリーの取り組みを世界に広げるために  

経済発展のために、あなたにもできることがあります  



 「経済と地域社会の発展」は、ロータリーの7つの重

点分野の一つとなっています。 

 失業、不完全雇用、ビジネスの機会・職業研修・社会

保障の欠如は、貧困を引き起こす深刻な問題です。人

びとが健康で安全な生活を送るための手段の一つと

なるのが「働くこと」であり、貧困を減らすには雇用機

会の創出と収入源の確保が必要とされます。特に、女

性、若者、貧困層の人びとのエンパワメント（社会にお

ける地位向上）は、持続可能な経済的・社会的発展の

カギとなる要素です。 

 世界銀行によると、1日に1ドル25セント未満で生活す

る貧困者数は、990年に192万人でしたが、2011年には

100万人にまで減少しています。貧困を減らす取り組

みでは着実な成果が挙げられており、2015年にはミレ

ニアム開発目標（MDGs）の一部が達成されています。

しかし、持続可能な開発目標（SDGs）では、現在も世界

に以下のような切迫したニーズがあると指摘されて

います。 

 世界各地のロータリークラブは、経済と地域社会の

発展をめざす活動に取り組んでいます。事前に調査す

べき点やプロジェクトの実施地によってさまざまに事

情が異なることを踏まえ、取り組んでください。  

地域社会のニーズを調べる 

 プロジェクトを始める前に、まず地域社会の「ニー

ズ」何が必要か）と「リソース」（何を地元で調達できる

か）を確認することが大切です。地域の強みと弱みを

調べ、どのようにしてニーズに取り組むのが効果的か

を考えましょう。現地の歴史、文化、社会構造を念頭に

入れ、地元の人や自治体・他団体と協力して徹底した

地域調査を行いましょう。 

地域社会のニーズに応える 

 経済と地域社会発展のニーズがある場合、その多

くは以下のいずれかのカテゴリーに当てはまるはず

です。 

•若者の失業率を下げる 

•起業の妨げとなる要因をなくす 

•農業・畜産業の機会を妨げる要因をなくす 

•貧困問題に取り組むためのリソース 

調査の結果、「経済と地域社会の発展」の分野のニー

ズがないとわかったとしても、調査は決して無駄では

ありません。むしろ、不必要な活動に時間やリソースを

費やさずに済み、ほかのニーズが見つかることもある

でしょう。 

 

ロータリー補助金 (www.rotary.org/ja/grants) 

 人道的プロジェクト、奨学金、研修といった幅広い活

動を実施するため、ロータリー財団からロータリークラ

ブと地区に提供される資金です。「地区補助金」は小

規模で短期の活動に活用でき、「グローバル補助金」

はロータリーの重点分野において持続可能かつ測定

可能な成果をめざす大規模な国際プロジェクトに活用

してください。 



 ロータリー米山記念奨学会は、勉
学・研究のために日本に在留してい
る私費外国人留学生に対し、日本全
国のロータリアンからの寄付金を財
源に奨学金を支給し支援する、民間
の奨学財団です。日本で学ぶ外国人
留学生に奨学金を支給し、支援する
ことにより、日本と世界との平和の
懸け橋になる人材を育てています。 

 奨学生は毎月1回以上、世話クラブの例会に出

席し、会員との交流によって日本の社会を知り、

ロータリーの奉仕の精神について学びます。奨学

期間終了後は米山学友会に入会したり、「ロータ

リー学友」として国際ロータリーのコミュニティに

参加することができます。 

 奨学生一人ひとりに地区内のロータリークラ

ブが「世話クラブ」となり、世話クラブの会員が

「カウンセラー」となって日常の相談役をつとめ

ます。奨学期間中、奨学生は世話クラブで奨学金

を受け取り、交流します。 

 2022学年度の奨学生数は898人、事業費は14

億5千万円（2021-22年度決算）と、外国人留学生

を対象とする民間奨学金では国内最大規模で

す。これまでの累計奨学生数は22,875人（2022年

7月現在）、その出身国は世界129の国と地域に及

びます。 

 

重なり合うハートは

「ロータリアン」と「奨

学生」です。 

外国人留学生の支援・

交流を通じて国を超

えた信頼関係を築き、

世界 の平和 を願 う

“心”を育てるという、

事業創設の願いが込

められています。手

は、そうした“心”を生み出すと同時に、当事業が

ロータリアンの手で支えられていることを示して

います。 

 

http://www.rotary-yoneyama.or.jp/ 
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10月24日、世界がひとつになってポリオ根絶を応援！ 

 世界ポリオデーに、保健専門家やパートナー団体とともにポリオ根絶活
動の現状について理解を深めましょう。皆さんの地元でも世界ポリオデー
にちなんだ募金やイベントを行い、ポリオ根絶をご支援ください。 

ポリオ」という病気 

 ポリオ（急性灰白髄炎）は非常に感染性の高い
病気であり、特に感染しやすいのは5歳未満の子
どもです。日本では一般に「小児まひ」と呼ばれ
ることもあります。 

 ポリオウイルスは人から人へ感染し、最も多い
のは汚染水を通じた感染です。神経系を侵すこ
ともあり、これによって身体のまひを引き起こす
可能性があります。治療法はありませんが、安全
なワクチンで予防が可能です。ロータリーとその
パートナー団体は、これまで世界中25億人以上
の子どもにワクチンを投与する活動を行ってきま
した。 

「ポリオ根絶に向けた世界的な進展は、人びとの
知らないところで黙々と成し遂げられてきまし
た」 

感染リスクにさらされているのは？ 

 世界からポリオを根絶しない限り、今後10年以
内に、世界での年間発症数は20万件に上ると予
想されています。ポリオの常在国はわずか2カ国
ですが、ポリオの発症がどこかで起きている限
り、感染の危険は世界中の子どもに及ぶことに
なります。1988年以来、全世界のポリオの症例は
99.9％減少しています。現在もポリオが常在する
国は、アフガニスタンとパキスタンの2カ国のみと
なっています。 

活動イベントを開催する 

• 世界ポリオデーにあわせ、クラブ会員、友人、
家族と一緒に、地元でのイベントを開催しま
しょう。地元メディアや自治体の関係者、地元
のリーダーを招き、ロータリーについて知って
もらう機会となります。 

• ロータリーのポリオ根絶活動（ポリオプラス）
への募金を行いましょう。ポリオプラス基金へ
の寄付には、ビル＆メリンダ・ゲイツ財団から2
倍額が上乗せされます。 

• ロータリーの世界的コミュニティと一体となっ
て活動していることを示すために、ポリオ根絶
活動をSNSでメッセージを拡散してください。 









俳句コンテスト応募内容 
 テレビでおなじみの俳人・夏井いつき先生が審査します。 

 結果は2023年6月号に掲載します。 

募集期間 

 2022年9月1日～2023年2月28日 

応募資格 

 ロータリアン、その家族、ローターアクター、インターアクター、米山奨学生
などロータリーのプログラム参加者・学友 

受賞発表 

 『ロータリーの友』2023年6月号誌面上 

注意事項 

 ご応募はお一人１回。３句まで 

 

応募は、ロータリーの友 ホームページから 

https://rotary-no-tomo.jp/#tomo 
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【ガバナー公式訪問】  

和歌山西ロータリークラブ 

  2022年9月7日(水) 

   会長 石塚 宏介 

   幹事 嶋本 寛子 

 

 

 

 

和歌山東南ロータリークラブ 

  2022年9月7日(水) 

   会長 寺下 能明  

   幹事 小林 一三 
 

 
 

 

堺ロータリークラブ 

  2022年9月8日(木) 

   会長 林  豊之 

   幹事 木澤 憲一 

 

 

 

堺清陵ロータリークラブ 

  2022年9月8日(木) 

   会長 河野  強  

 幹事 盆木 一輝 

 

 
 

河内長野ロータリークラブ 

  2022年9月9日(金) 

   会長 石倉 保彦  

   幹事 工藤 敬子 



【ガバナー公式訪問】  

貝塚ロータリークラブ 

  2022年９月13日(火) 

   会長 山口 昭治  

   幹事 竹本 欣司 
 

 

 

 

松原中ロータリークラブ 

  2022年９月14日(水) 

   会長 道勇 泰孝 

 幹事 福田  超 

 
 

 

泉佐野ロータリークラブ 

  2022年９月15日(木) 

   会長  大工 貞晋 

   幹事  赤井 聡宏 

 

 
 

泉大津ロータリークラブ 

  2022年９月16日(金) 

   会長 南出 和成  

   幹事 松村 泰英 

 
 

 

 

KUMATORI向日葵 ロータリークラブ 

  2022年９月17日(土) 

   会長 番匠  博   

   幹事 中楠 真一 



【ガバナー公式訪問】  

関西国際空港 ロータリークラブ 

  2022年9月20日(火) 

   会長 新井 昭人  

   幹事 渡邊 員行 

 

 

 

 

田辺東ロータリークラブ 

  2022年9月21日(水) 

   会長 岡本  博   

   幹事 前田 吉彦 
 

 
 

高師浜ロータリークラブ 

  2022年9月22日(木) 

   会長 奥田 康司 

 幹事 下條  明 

 

 

 

 

羽衣ロータリークラブ 

  2022年9月22日(木) 

   会長 岡井 信介 

 幹事 藤沢 直史 

 
 

 

海南東ロータリークラブ 

  2022年9月26日(月) 

   会長 中村 俊之 

 幹事 千賀 知起 



【ガバナー公式訪問】  

有田南ロータリークラブ 

  2022年9月27日(火) 

   会長 赤田 修己  

   幹事 松下 瑞良 

 

 

 

 

田辺はまゆうロータリークラブ 

  2022年9月27日(火) 

   会長 寺本  匡   

   幹事 赤堀 哲也 

 

 

りんくう泉佐野ロータリークラブ 

  2022年9月28日(水) 

   会長 目  岩男   

   幹事 大野 智史 

 

 

田辺ロータリークラブ 

  2022年9月29日(木) 

   会長 新藤 整市   

   幹事 橘  一徳 

 

 

白浜ロータリークラブ 

  2022年9月30日(金) 

   会長 久保木 弘   

   幹事 藤田 正夫 

 



クラブでSNSを始めよう 

 SNSを使えばクラブの情報を簡単に発信で
きるとは聞いているけれど、うまく使いこな
せない、目的がよくわらかないと感じている
方もいるでしょう。SNS活用の目的はごくシン
プルです。それは「つながりを築く」ことで
す。SNSを駆使してクラブの奉仕活動を紹介
し、クラブの存在感をアピールすることで、地
域社会とのつながりが築かれます。以下に、
クラブでSNSをうまく活用するためのヒントを
ご紹介します。 

使うSNSの種類を選ぶ。SNSの種類は多種多様で、どれを使えばよいのか戸惑ってしま
うかもしれません。まずは一つだけ選び、そこから徐々に広げていくのが賢明です。
ユーザーの多いFacebookから始めることをお勧めします。 

担当者を決める。投稿するコンテンツをつくる最初のステップは、写真や動画を撮るこ
とです。クラブの行事や奉仕活動で写真を撮影する担当者を決めておきましょう。ま
た、SNSへの投稿を行う担当者も決めましょう。 

定期的に投稿する。投稿の頻度がどうであれ（毎日、毎週、毎月など）、定期的に投稿す
ることを目標にしてください。新しいフォロワーを獲得するには、定期的な投稿が肝心
です。 

シャッターチャンスを逃さない。団体写真やポーズを取った写真ではなく、活動してい
る人びとの様子を写真に捉えてください。会員が汗を流して活動したり、人びとにプレ
ゼントを手渡したり、笑顔で交流したりしている様子を写真に収め、SNSでシェアしましょ
う。 

活動の成果を紹介する。 イベント、奉仕活動、募金活動を計画する際には、あとでその
様子をどのようにSNSで紹介するのかも考えましょう。ニーズや問題にどのように取り
組んだのか、結果としてどのような成果があったのかを、力強い写真・動画と文章で伝
えてください。投稿を見た人に何を知ってもらいたいのかを意識することが大事です。 

協力団体や参加者との活動を紹介する。 活動に参加してくれた人たちや協力団体と
の活動を紹介することで、ロータリー外のフォロワーを増やしたり、参加への関心を高
めたりできます。投稿を見るのは会員だけとは限らないため、ロータリー用語（PETS、
RYLAなど）の使用は避けましょう。投稿を見て入会に関心を持つ人がいる可能性があ
ることを常に念頭に置くことが大切です。 



 最近、米国ニューヨーク州でワクチン由来ポ
リオウイルス2型が検出され、英国ロンドンで収
集された複数の環境サンプルからウイルス分
離株が確認されたことは、ポリオが世界のど
こかに存在する限り、どの国においても脅威で
あることを改めて思い知らせるものとなりま
した。これらの事例は、ポリオをはじめワクチン
で予防可能なほかの疾病から身を守る唯一の
方法としての予防接種の重要性、および予防
接種を奨励するために地域社会で引き続き行
うべき活動の重要性を明らかに示しています。
世界で野生型ポリオウイルスの症例数がゼロ
に近づく中、ポリオがなくなった地域も含め、
あらゆる形態のウイルスを追跡することの重
要性が高まっています。 

 全人口におけるワクチン接種率が高い米国
では、まひを引き起こすポリオのリスクは引き
続き低いと考えられています。子どもが十分
なワクチンを受けていれば、ポリオによってま
ひを発症するリスクはごくわずかです。米国疾
病対策センター（CDC）によると、生後24カ月の
子どもの92.6％がポリオ予防接種を受けてお
り、これは世界保健機関（WHO）の目標である
95％をわずかに下回るレベルです。 

 世界からポリオが根絶されるまで、ポリオか
ら身を守るために各国が取ることのできる最
善の策は、高い予防接種率と徹底的な疾病
サーベイランスを維持すること、および、ポリ
オ発生に備えることでウイルスの再流入や再
発生のリスクと結果を最小限に抑えることで
す。 

 現在、世界でポリオウイルスの伝播を永久に
食い止めるチャンスが訪れています。とはい
え、寄付者や各国政府を含め、あらゆる関係者
が世界ポリオ根絶推進活動（GPEI）の2022-

2026戦略を全面的に支持することで、ポリオ
根絶への決意を新たにしなければなりません。 

 この戦略は、野生型ポリオを根絶し、変異型
ポリオウイルス（cVDPV）の発生をなくすため
に、各国政府からのさらなる説明責任と当事者
意識を促しながら、緊急時の態勢を整えるこ
とに焦点を当てています。ロータリーは、140万
人以上の会員を擁する世界的な奉仕団体であ
り、30年以上にわたり、世界的なポリオ根絶活
動の中心的存在となってきました。ロータリー
は毎年、ビル＆メリンダ・ゲイツ財団との資金
提携を通じて、世界的なポリオ根絶の取り組み
に1億5,000万ドルを拠出することに力を注い
でいます。ポリオを永久になくすため、ロータ
リー会員はこれまでにボランティアとして多く
の時間を捧げ、26億ドル以上の資金を投じてき
ました。また、パートナー団体とともに世界中
の地域社会に働きかけ、毎年4億人以上の子ど
もに予防接種を行うことで、高いワクチン接種
率を促しています。ロータリーやパートナー団
体による予防接種活動がなかったら、今日、さ
らに2,000万人以上がまひを患っていた可能
性があります。 

 今こそ全力で行動するときです。新型経口
ポリオワクチン2型（nOPV2）の使用が開始され
ており、このワクチンは伝播型ワクチン由来ポ
リオウイルスの発生を抑える遺伝子的安定性
が従来よりも高いものです。政治的・資金的な
コミットメントが維持されれば、いかなる子ども
もポリオによるまひに苦しむことのない世界
を実現できると、GPEIは確信しています。 

【RIニュース】 



ロータリーとUkraine Friendsがウクライナで
の救援活動で協力 
 国際ロータリーと米国を本拠とする非営利団体のUkraine Friendsは、ロシアとの
戦争で被害を受けたウクライナの人びとを支援するため、リソースの提供や、インパ
クトの大きなプロジェクトへの資金提供で協力することで同意しました。 
 

 ジョン・ヒ ューコ RI事務総長と Ukraine 
FriendsのCEOであるブロック D. ビアマン氏
が2022年7月、覚書に署名し、プロジェクトで
の協力、資金提供や現物寄贈、合同での活動
の優先化の可能性を模索するために協働す
ることで同意しました。 

 「ロータリーはUkraine Friendsとのパート
ナーシップで参加者基盤の拡大ができるこ
とを嬉しく感じています」とヒューコ事務総
長は話します。「ウクライナでの危機の最中
にロータリーの寛大さが示されているだけ
でなく、同国での会員数が増え、必要不可欠
な奉仕を提供するための新たな機会が生ま
れています」 

 Ukraine Friendsとのパートナーシップにより、今後数カ月、数年かけて生活を立て直し、
復興を目指さなければならないウクライナの人びとのために、もっと多くのことができる
と事務総長は話します。 

 ロータリーは、ロシアによるウクライナ侵攻が始まって以来、272件（890万ドル）の災害救
援補助金を授与しました。これらの補助金は29カ国におけるクラブのプロジェクトを対象と
し、戦争の被害を受けた人たちをウクライナ内外で支援してきました。世界中のロータ
リー／ローターアクトクラブは、ウクライナのクラブに直接、何百万ドルを寄付しており、水、
食糧、シェルター、薬、衣服などが提供されています。 

 ニューヨークを拠点とするWorldwide Friends Foundationが現在注力しているUkraine 
Friendsは、戦争で被災した人たちの支援を目的にウクライナで活動しています。これには、
一時的な住居の確保や、医療機器や医療品、けがをした市民の治療に必要な救急車の提
供などが含まれます。 

 ロータリーとUkraine Friendsは最初の合同プロジェクトに同意しています。これは、病院
やほかの団体に約50台の救急車を提供するものです。両団体はそれぞれ30万ドルを救急
車のために寄付し、ウクライナとスロバキアのロータリー地区がUkraine Friendsと協力しな
がら救急車を手配します。 

 ロータリーとUkraine Friendsの協力によって「その影響が倍増され、支援したい人たち
へのインパクトもより大きくなる」とビアマン氏は話します。「支援を最も必要としている人
たちへの人道的支援と医療支援によって、ウクライナの人びとが支援を必要とする時に手
を差し伸べることができます」 

【RIニュース】 



 2022年3月、ロシアがウクライナへの侵攻を開始した直後のこと、ポーランド東部の都市ルブリンか

ら30km少々離れた町ヴォイチェフの家に、難民が続々と集まりました。 

 Lublin-Centrum-Maria Curie-Sklodowskaロータリークラブの会員であるヤヌス・ミラノフスキーさん

と妻のカタジナ・スミギン＝ミラノフスカさんは、2021年にこの家を購入した当初、これを中毒に苦し

む10代の若者のための施設にしようと考えていました。しかし、ウクライナからの何千人もの難民が滞

在場所を必要としているため、夫妻は代わりに彼らにこの家を開放しました。 

 ナタリア・プロクホールさんは3月上旬にポーランドに到着しました。彼女は、救援機関の支援を受け

た聴覚障害者のウクライナ人17人のうちの一人で、ほかの難民たち（合計29人）と一緒にこの家に住

むことになりました。 

 ウクライナ東部のルハンスク地方で育ったプロクホールさんが家を離れるのは今回が初めてでは

ありません。2014年にロシア軍がウクライナのドンバス地方の一部を占領した際、彼女と母親はキーウ

（キエフ）に逃れました。「家族が再び命をかけて戦わなければならないことが信じられませんでし

た」と彼女は言います。「それは、恐ろしい夢のようでした」 

 プロクホールさんは、家族が無事であることに感謝していますが、聴覚障害者が仕事を見つけるの

は難しいことが多いため、すぐにウクライナに戻れることを願っています。 

 この避難民の家では、訓練を受けた通訳がウクライナの手話からポーランドの手話に通訳すること

もあります。通訳がいないときは、オンライン翻訳機を使用します。「よく話をするんですよ」とミラノ

フスキーさんは話します。 

 4月には、難民とロータリー会員がこの家に

集まり、イースターを祝いました。手話で話しな

がら、食べ物やその他のお祝いの品をテーブ

ルに並べました。ポーランドを表す赤と白、ウク

ライナを表す青と黄色に色付けされた卵が飾

られました。ウクライナにいる親戚には食料も

水も電気もない人もいるため、それらの人たち

との連帯感から、伝統的なイースターのお祝い

に比べると控えめなお祝いにしました。 

 難民が到着する前に、ロータリークラブ会員がこの家を整え、それからも資金集めと日々の運営を

続けています。また、同クラブは、国境を越えて援助を送り、ロータリー第7870地区（米国ニューハン

プシャー州とバーモント州）と協力して、31万7千ドル相当の医療器具をウクライナの野戦病院に寄贈

しました。 

【RIニュース】 



新しくなったブランドリソースセンターをクラブの
ＰＲにお役立てください 
 クラブの活動や地域社会への貢献について情報を発信する際には、ロータリーロゴ入り
の推進用資料を活用してロータリーの認知拡大につなげましょう。新しくなったブランドリ
ソースセンターには、そのための資料や素材が豊富にそろっています。 

新しいブランドリソースセンターの特徴 

・すっきりと見やすくなったレイアウト 

・読み込み時間が速くなった新しいプラットフォーム 

・使いやすいナビゲーション 

・改善された検索機能 

・新しいブランドリソースセンターは、My ROTARYへのログインなしでご利用いただけます。 

新しいブランドリソースセンターの活用 

 写真、動画、テンプレートなど、ブランドリソースセンターにあるリソースを活用してクラブ
のウェブサイトとソーシャルメディアを更新し、ロータリー会員の活動を紹介しましょう。 

 改良が加えられたテンプレートを使って、クラブ名入りロゴ、カスタマイズした広告、ソー
シャルメディア用グラフィック、パンフレットなどを作ることができます。挿入する写真は、セン
ター内の写真ライブラリから選ぶか、独自の写真をアップロードできます。また、写真のクロッ
プ、テキストと見出しの追加、自宅印刷かプロ印刷かの選択も簡単にできます。 

 さらに、ブランドリソースセンターには「世界を変える行動人」、ロータリーブランドの要素、
ロータリーの推進に関する最新のガイドラインも掲載されています。「世界を変える行動人」
のメッセージ作成、ポリオ根絶、活動分野などに関するリソースをダウンロードして、地域社会
でのロータリーの推進にお役立てください。 

 

全RC会員対象の2022年調査を10月に実施 
 全ロータリー会員を対象とした2022年調査は、会員としての皆さまの経験、ロータリーでよ

いこと、よくないこと、会員として期待することなど、ご意見やご感想をお聞かせいただく

ことを目的としております。 

 この調査は、有効なEメールアドレスが国際ロータリーに登録されているすべてのロータ

リークラブ会員とローターアクトクラブ会員に送付されます。調査をお受け取りいただけるよ

う、10月1日までにMy ROTARYにログインしてご自分のEメールアドレスを追加または更新し

てください。 

  調査回答用のEメールは10月初旬に発信される予定です。ご協力お願いします。 

【RIニュース】 

https://brandcenter.rotary.org/ja-jp/ 

mailto:https://brandcenter.rotary.org/ja-jp/


米山月間に向けて 「クラブ米山委員長会議」 

【地区活動報告】 

 地区米山奨学委員長 玉井 洋司 

 地区米山奨学委員会は、９月１８日、和歌山JAビルにおいて１０月の米

山月間に向けて、クラブ米山委員長会議を開催しました。当日は森

本ガバナー、谷エレクト、野村ノミニーをはじめ地区役員、米山奨学

委員会委員を含む総勢 約５０名の参加をいただきました。米山奨学

会からは、今月より、２６４０地区から選出理事のパストガバナーの樫

畑理事の参加賜りました。 

 クラブ米山奨学委員長の皆様には、米山事業

が日本のロータリーの３３地区が独自で実施す

る事業であること、このプログラムは戦後の

「平和日本」世界に伝え、国際親善と平和に寄

与する活動であることを参加者の皆様にお伝

えし、米山奨学活動をロータリアンの皆様に理

解していただくためのセミナーを開きました。 

 ロータリアンの皆様方には米山奨学活動の趣旨をご理解の上、この機会に米山特別

寄付にご協力賜わりますよろしくお願いいたします。なお、詳しい事業の内容はクラブ

より配布される米山豆辞典に記載されています。 

http://www.rotary-yoneyama.or.jp/content/uploads/pdf-data/2022mame.pdf 
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アクトの日 「バーベキュー大会」開く 

【地区活動報告】 

 地区ローターアクト 

 地区ローターアクトは、9月4日（日）に和歌山シーサイドガーデン BBQ テラスにて、アクトの

日イベントして、バーベキュー及びアクティビティを行いました。 

 当日は天候にも恵まれ、心地よい環境の中、各クラブの状況や活動方針、会員増強へ向け

た施策、今後の地区の活動内容、皆様の私生活や仕事内容等、様々な話で盛り上がりながら、

楽しいバーベキューの時間を過ごしました。 

 また、午後は、浜の宮海水浴場のビーチにて、チーム分けを行った上で、ドッチボール、ビー

チフラッグス等の対抗戦を行い、残暑厳しい中、楽しい時間を過ごしました。 

 この1日を通じて、地区RACとしての結束は確実に強くなり、今後の活動の質を上げるよう

な、素晴らしい機会であったと思います。 

 ホストクラブ和歌山東南RAC土屋一輝には、企画から当日の準備と、大変お世話になりまし

た。この場をお借りして改めて御礼申し上げます。 



インターアクト国際交流親睦会 

【地区活動報告】 

 インターローターアクト 

 ９月２５日（日）午前１０時～１２時３０分、帝塚山学院中学校高等学校において、インターアクトクラブ国
際交流親睦会を開催いたしました。国際交流親睦会は名前の通り、大阪及び近郊在住の外国人の高
校生、大学生、大学院生、社会人の皆さんと、インターアクターである中高生が交流するイベントです。 

 今回は、米山学友小委員長 新本 憲一氏（堺おおいずみＲＣ）の協力のもと、米山奨学生及び米山
学友２０名に出席いただくとともに、また、各校留学生並びにＡＦＳ７名にも参加いただきました。イン
ターアクターは、総勢７０名が参加されました。 

 ベトナム、ミャンマー、韓国、中国、台湾、香港等々、様々な国から来たみなさんと、少人数のグルー
プになって、お互いの文化風習の違いや共通する点など、楽しく親しくかなり活発に、それぞれのグ
ループで会話が弾んでおりました。今回の国際交流親睦会によって、学校や地域等の枠を越えた「交
流」というインターアクトならではの機会を得ることができ、とても有意義な一日を過ごされたので
はないかと感じました。 

 なお、今回の国際交流親睦会も、７月の年次大会と同様に、コロナ対策のため規模を縮小し、午前の
みの開催となり、参加者みなさんにはお弁当をお渡しする形式といたしました。 

 今回の国際交流親睦会をもとに、今後、地区内のインターアクターと、米山奨学生、米山学友、ＡＦＳ
のみなさんが、もっと交流を深めていければよいなと感じました。 

 本日の国際交流親睦会の開催にあたり、ご尽力いただきました帝塚山学院中学校高等学校江口校
長先生を始め顧問の先生方、地区米山学友小委員会の新本委員長、各ロータリークラブ、インターア
クト委員の方々、そして参加してくれた生徒の皆さん、各校の顧問の先生方に深く感謝申し上げます。         

【写真提供】 地区幹事 濵田 雅嘉 



「あすなろ保育園」に三輪車３台と物置１台を寄贈 

【クラブ活動報告】 

 和歌山中ロータリークラブ 

 

 和歌山中ロータリークラブ（会長 宮本 嘉久）は、和歌山市の日本赤十字社和歌山

医療センター内の「あすなろ保育園」に三輪車３台と物置１台を寄贈しました。 

 社会奉仕活動として、地域社会に役立つ活動を計画。あすなろ保育園では、園庭で

遊ぶおもちゃが少なく、また、収納場所がなく、野ざらしになって困っていることから、

今回の支援品を寄贈しました。 

  

 

 同クラブでは、このほか、和歌山県庁正面玄関の花壇植替え奉仕として、四季折々

の花を毎年、植え替え作業を行っています。また、和歌山西地区 警察官友の会への活

動支援、国際奉仕活動として、フィリピンにおけるデイケアセンター保育園建設プロ

ジェクトを30年以上取り組んでいるほか、2005年からは、フィリピン4年制大学における

大学奨学生プロジェクトも行っています。 



歴史教材 国際ロータリー物語 「奉仕の一世紀」 

講談動画を制作 YouTube公開 

【クラブ活動報告】 

 堺泉が丘ロータリークラブ 

 堺泉が丘RCは、創立35周年記念事業として歴史教材 国際ロータリー物語「奉仕の

一世紀」の講談動画を制作。YouTubeに公開配信しました。 

 収録全１９話で1話約３０分（20分～29分） 全編約８時間。講談師の玉田玉秀斎師匠が

国際ロータリークラブより刊行された100周年記念誌「奉仕の一世紀」を基に講談。

ロータリーの歴史を写真を交え、分かり易く語ってくれています。 

 ロータリーを知るための貴重な素晴らしい動画教材です。是非、ご覧ください。 

第1話 ロータリークラブ誕生 

第2話 ロータリーの伝統 

第3話 ロータリー全米へ 

第4話 世界に広がるロータリーの奉仕の心 

第5話 ビッグジムの大冒険 

第6話 提案者アーチクランフの生い立ち 

第7話 アーチクランフとロータリー財団 

第8話 ロータリークラブの試練 

第9話 クラブにおけるロータリアン 

第10話 ロータリークラブの社会奉仕 

第11話 社会奉仕と職業奉仕 

第12話 世界社会奉仕 

第13話 ロータリーの青少年奉仕 

第14話 ロータリーの女性たち 

第15話 寛容のこころ～平和をつくるロータリー～ 

第16話 ユネスコ・国連創立から世界人権宣言へ 

第17話 ポリオプラス～ロータリーの献身～ 

第18話 第1回ロータリー国際理解と平和賞を受賞 岩
村昇博士 

第19話 （最終話） 国際ロータリー講談とこの先の未
来へ 

https://www.youtube.com/channel/UCum7XitOVIwMwI3kzpEBj8g  

https://www.youtube.com/channel/UCum7XitOVIwMwI3kzpEBj8g


ロータリークラブの魅力は、職業やビジネスで活躍する会員と出会い、いっしょに

リーダーシップを発揮しながら、地元のために活動できることです。例会で情報を

学んだり、アイデアを持ち寄って奉仕プロジェクトを計画したり、楽しく活動する中

で生涯にわたる友情が育まれるでしょう。以下をはじめ、さまざまな方法でクラブ

に積極的に参加してみましょう。 

ロータリークラブへの入会は、職業人や市民リーダーの世界的ネットワークの

一員となること。ロータリーの会員は、クラブの枠を超えて海外の会員と交流

したり、リソースを寄せあって国際奉仕活動も行っています。 

新会員がクラブになじむ15の方法 

•  「ロータリー財団参照ガイド」と「奉仕と友
情の輪を広げよう」を読む 

• 毎週、まだよく知り合っていない会員2人に
話しかける 

• メンターと定期的に会う 

• 新会員の研修会や勉強会に出席する 

• クラブ理事会にオブザーバー出席する 

• 地区行事に出席する（地区大会など） 

• My ROTARYのアカウントをつくる 

• 奉仕プロジェクトに参加する 

• 委員会に参加する 

• 例会で卓話をする 

• ラーニングセンターを利用する 

• クラブのウェブサイトや資料を読む 

• 友人を例会に招く 

• ロータリーのウェブサイトを見る 

• ロータリーを楽しむ！ 









世界ポリオデー（ジャパン）ポータルサイ
トの活用お願い 

第2地域 コーディネーター補佐 

 桑澤 一郎（茅野RC） 

 「今年のポリオデーは、日本全国
（ZONE１A,2,3）で各クラブや地区が
一斉にイベントや活動を行うこと
で、ファンドレイジングと公共イメー
ジ向上に繋げたい」という佐藤RI理
事の強い思いを受け、RRFC、EPNC、
RC、RPICが協力して、地区への協力
依頼と広報を行うことになりまし
た。 

 その一環として「WorldPoliodayJAPAN」というポータ
ルサイトを6月に立ち上げ、ここを通じてポリオに関す
る必要な情報やクラブ、地区同士の情報共有の場を
提供しています。 サイト内にあるコンテンツ（内容）
は、「このサイトを見ればポリオについての理解や情
報提供、共有ができる」という目的で、 

 ①ポリオを「理解する」ための資料  

 ②ポリオの「現状を知る」ための資料 

 ③ポリオのことを「クラブ会員や関係者に説明す
る」ための各種資料 

 ④クラブや地区での「活動計画を共有する」ための
情報掲示   

 ⑤「寄付を促す」ための情報提供 

 ⑥フォトコンテストの案内 

 ⑦ロゴの使い方ガイド 

を内容として作成してあります。 

 既に今年のポリオデーは日が迫っておりますので、
地区ガバナーや地区委員長、クラブ会長などに広く
このサイトを広報していただき、できるだけ多くのクラ
ブや地区が世界ポリオデーにご参画いただくことは
もちろんですが、次年度も同様の取り組みが予定され
ておりますので、次年度のためにも今から周知をお願
いするものであります。 

【World PolioDay JAPAN】 世界ポリオデー（ジャパン）
ポータルサイト 

https://www.endpoliorotary.club/home 

～ストーリーテリングの力～ 

第2地域 公共イメージコーディネーター 

 服部 陽子（東京広尾RC） 

 「ビジョン声明が達成され、世界
中の人びとがみんな笑顔で幸せに
なること」それは私たちロータリー
が実現しなければならない大きな
夢です。そのためには外に向けて
ロータリーを発信し、理解者を増や
し、世界でよいことをする仲間の輪
を広げていかなければなりません。
それには私たち自身の感動の体験
を語るストーリーテリングが効果的だと言われていま
す。RPICになって公共イメージ向上について勉強した
時、いいストーリーテリングが相手の心へのインスピ
レーションとなり、相手に行動を起こさせるパワーと
なるのだと聞きました。それは一体どんなストーリー
なのだろうか？と常日頃考えていた私に、ストーリー
テリングとは何かを実感できる機会が訪れました。 

 それは8月号の雑誌「ROTARY」を手にした時です。
表紙を飾っていたのは、裏千家の前家元、元RI理事、京

都ロータリークラブ会員の千
玄室氏のお写真でした。優しさ
と厳しさを兼ね備えた深い眼
差し、和服で日本の緑の中に
佇む凛としたそのお姿は、ご
自身が歩まれてきた99年の人
生を物語るインスピレーション
そのもので、私はしばらくその
表紙に見入っておりました。そ
し て 中 を 開 く と、”PEACE 
THROUGH A BOWL OF TEA”と
題した記事があり、ご自身の

第二次世界大戦の特攻隊での体験や、茶道、そして
ロータリアンとしての人生について、11ページに亘って
書かれていました。 

 「戦友から託された命のためにも、私は忍耐強く、よ
く生き、長生きして、自分の運命を全うしなければなら
ない。」と語られ、茶道とロータリーを通じて世界平和
を訴えて生きる人生に大きな感動と感銘を受けまし
た。この記事を世界中のロータリアンが読んでいるの
だ！と思うと日本人としての誇りさえ感じました。 

翌月9月号の「ロータリーの友」でこの記事を読まれた
方は多いと思います。この記事は間違いなく世界中
のロータリアンから見た日本のロータリアンのイメージ
を大きく向上するものであり、ストーリーテリングの真
髄そのものであったと言えましょう。私自身この記事
を読んで勇気と希望をいただき、「ロータリアンであっ
てよかった。自分もこれからの人生をよく生きていか
なければならない。」という思いを強くいたしました。 

 
 【次ページへ】 

mailto:https://www.endpoliorotary.club/home


ウクライナ支援への感謝とご報告 

第1地域 財団地域コーディネーター 

 飯村 愼一（宇都宮90 RC） 

 2022年6月5日、ヒューストン国際
大会が3年振りで開催され、コロナ
ウイルス感染の影響がある中、日
本からは約500名弱の方が参加さ
れ、米国、フィリピンに次いで多い
参加数でした。開会式では、恒例の
国旗入場が行われましたが、ウク
ライナ国旗が入場するや否や、会
員が総立ちとなり、会場は割れんばかりの拍手が鳴
り止まず、又、その旗手は声援に応えて暫く壇上で
旗を振り続けておりました。ウクライナ戦争後、世界
のロータリアンが一体となり支援しようと立ち上が
りましたが、この会場で“心を1つにし(TOGETHER) 
行動しよう(TAKE ACTION)”というロータリーのビ
ジョンの一端を体験することができ、感動の瞬間で
した。翌日、マッキナリーRI会長エレクトは、ウクライ
ナのための災害救援基金への寄付が1,500万ドル
(約20億円)に達したことに感謝の意を述べました。
今年の3月から4月末までの僅か２ヵ月間で、これ程
の多額の寄付が集まるロータリーの世界的ネット
ワークの凄さを、改めて認識いたしました。 

 9月にガバナーエレクト研修セミナー（GETS）が
開催され、ロータリー財団管理委員の三木明氏が次
の様に挨拶されました。「多くの方々にウクライナ支
援のためにご寄付をいただいておりますが、その
中のあるロータリアンの方をご紹介致します。九州
(福岡)の方で、4月にウクライナのための災害救援
基金のことを知り、直ぐに25万ドルを寄付していた
だき、アーチ・クランフ・ソサエティ(AKS)の会員にな
られました。円に換算しますと3,000万円以上とな
り、それも全額、その基金の寄付へ指定されました。
心より感謝申し上げます。」為替レートは3月が1ドル
116円、4月には122円と急激に円安に向かった時で
したが、その様な事は意ともせず、ウクライナ救援
のためご寄付をされました殊勝なロータリアンに頭
が下がる思いでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ1日本グランプリ会場に集まれ！ 

― 会員のために友愛の広場を開設 ― 

鈴鹿ベイロータリークラブ 
 

  2022年F１日本グランプリが10月7～9日、3年ぶ
りに鈴鹿サーキットに帰ってきます。今回も会場内
にロータリアン専用ブース「友愛の広場 in SUZU-
KA」を開設します。観戦の合間の休息場所として、
また全国各地から来場するロータリアンとの交流
の場としてお気軽にご利用ください。 

●日時 10月7日（金）～9日（日）各日10時〜16時 

●場所  鈴鹿サーキット園内  ホテルゲート付近 

●お問い合わせ 

 鈴鹿ベイロータリークラブ事務局 

office@suzukabay-rc.org 

http://www.suzukabay-rc.org 

 

 

ヨット、ボート好き集まれ 

ＩＹＦＲ東京フリート 猿渡昌盛 

 RI公認のヨットの親睦活動グループ・ＩＹＦＲ
（International  Yachting Fellowship of Rotari-
ans）は、ヨットや海が好きなロータリアンの親睦会
です。今回、国内で 七 つ目となる、東京フリート
の認証伝達式が東京夢の島マリーナにて行われ
ました。東京フリートは東京湾や相模湾に面したマ
リーナを母港とする、ヨットやパワーボートのオー
ナーや、海や船が好きなロータリアンを中心に設
立。新しく重点分野に加わった「環境」を踏まえ、
今後は沿岸清掃、海洋・淡水資源の保護と回復を
目指す活動も行っていく予定です。あなたもクラ
ブを越えた友人をつくってみませんか？ 

●資格   船の所有にかかわらず海を愛する者 

●会費   入会金：2万円 

（バッジ、ユニホームなどを含む） 

         年会費：1万円（国際登録費を含む） 

●問い合わせ先  ＩＹＦＲ東京フリート 

 梅澤武男（東京サンライズ汐留RC） 

rotary@umezawa-sekkei.co.jp 

mailto:http://www.suzukabay-rc.org






国際ロータリー 

第2640地区 ガバナー事務所  

 

〒640-8331  

和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室  

TEL（073）426-2640  

FAX（073）426-2660 

e-mail : mor imoto@rid2640g.com 

JR和歌山駅西口から徒歩7分  

阪和道、和歌山インターから約10分 

 

   ガバナー月信の表紙写真、活動の情報をお寄せください。 

 ガバナー月信は、地区と地区内クラブの情報交流を促進し、各クラブの運営、活動に
活かせてもらうため、情報収集に努めています。皆様のご協力をお願いします。 

 お寄せいただける活動情報は、文書面、 資料、写真をメールでガバナー事務所へご
送付ください。 また、毎号の表紙写真もご提供ください。 

 ガバナー月信は、国際ロータリー、地区、クラブの情報をとりまとめ、掲載情報の収集
等、紙面の充実に努めてまいります。 皆様のご協力をお願いします。   

地区IT・ガバナー月信委員会 


